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Cefetamet pivoxilの ヒ ト血 清 中 濃度 お よ び そのPharmacokineticsに つ い て

椎木 一雄 ・原 英 之1)・ 菅 野 和幸1)

い わ き市立総 合磐城共立病 院歯科 口腔外科*

1)奥羽 大学歯学部 第二 口腔外科学 講座

Cefetamet pivoxil(CEMT-PI)の 基礎的検討を行った。健康成人5名 に対し,空 腹時な

らびに食後に本 剤250mgを 内 服 させ,血 清 中濃度 をHPLC法 な らびにbioassay法 で 測定

し,薬 動力学的解析 を行った。その結果は下記の通 りであった。
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Cefetamet pivoxil(CEMT-PI)は 経 口用セフェ

ム薬で,服 用後速やかに抗菌活性 を有するcefetamet

(CEMT)に 代 謝されるprodrugで あ る1)。

著 者 らは健康成人5名 に,本 剤250mgを 空腹時 な

らび に 食後 にcrossoverで 経 口投 与 した ときの

CEMTの 血清 中濃度 を測定 した。測定はHPLC法 な

らび にbioassay法 で 行 った。HPLC法 は カ ラム

LiChrosorb RP-18を 使 用 し,移 動 相 と して4mM

HClO4(pCA):CH3CN=88.5:11.5,流 速1.5

ml/minと し,注 入 量 は40μl,検 出 波 長 はUV265

nm,定 量 は ピ ー ク 面 積 法 に よ り行 っ た 。Bioassay法

はEscherichia coli ATCC39188を 検 定 菌 と す る

paper disk法 に よ り行 い,血 清 中 濃 度 測 定 用 標 準 液

はMoni-trol Iを 用 い て 希 釈 調 整 し た 。 本 剤 投 与 後

Table 1. Serum concentration of cefetamet in 5 male healthy volunteers in fasting state and after meal by HPLC 
(Cefetamet pivoxil 250mg p.o. cross over)

ND: not determined
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Table 2. Serum concentration of cefetamet in 5 male healthy volunteers in fasting state and after meal by bioassay (
Cefetamet pivoxil 250mg p.o. cross over)

ND: not determined

Table 3. Pharmacokinetic parameters calculated from the serum concentration data of cefetamet by HPLC 
(Cefetamet pivoxil 250mg p.o. cross-over)

Table 4. Pharmacokinetic parameters calculated from the serum concentration data of cefetamet by bioassay
(Cefetamet pivoxil 250mg p.o. cross-over)



342
CHEMOTHERAPY

NOV.1990

Fig. 1. Simulated serum concentrations of 
cefetamet by HPLC 

(Cefetamet pivoxil 250 mg p.o. n=5 cross over)

の血清 中濃度 の測定結果か ら,一 次吸収one com-

partment modelに よ る薬動力学的解析を行 った。

なお,本 剤投与の健康成人について投与前,後 に本

剤による副作用および臨床検査値の異常変動 を検査す

る目的で,臨 床症状 として体温 血圧,脈 搏 を,血 液

一般検査 としてRBC
,Hb,Ht,MCV,MCH,MCHC,

WBC,Hemogramm,PLTを,血 液生化学検査 とし

てGOT,GPT,ALP,T-BIL,LDH,Na,K,Cl,Cr,

BUNを 測定 したが,全 例に副作用 および臨床検査値

の異常 を認めなかった。

血清中濃度のHPLC法 お よびbioassay法 に おけ る

測定結果 をTable1,2に 示 した。HPLC法 に よる平

均血清中濃度は空腹時投与では投与後3時 間で最 高濃

度4.20±1.35μg/mlに 達 し,8時 間後には1.06±

0.62μg/mlと 測 定可能の濃度が得 られた。一方食後

投 与 で は 投 与 後3時 間 で最 高 濃度5.54±1.36

μg/mlに 達 し,11時 間後に も0.43±0.09μg/mlの

測 定可能 な濃度 を保 っていた。Bioassay法 に よる平

均血清中濃度は空腹時投与では投与後3時 間で最 高濃

度4.12±1.53μg/mlに 達 し,11時 間 後には0。17

±0.10μg/mlと な った。一方食後投与では投与後3

時 間で最高濃度5.02±1.85μg/mlに 達 し,11時 間

後には0.27±0.08μg/mlと な った。

HPLC法 お よびbioassay法 に よる血清中濃度測定

値 か ら算 出 したpharmacokineticparameterを

Fig. 2. Simulated serum concentrations of 
cefetamet by bioassay 

(Cefetamet pivoxil 250 mg p.o. n=5 cross over)

Table3,4に 示 し,こ れ ら のparameterか ら得 られ た

平 均 血 清 中 濃 度 のsimulation curveをFig.1,2に 示

し た。HPLC法 に よ る 平 均 血 清 中 濃 度 の 測 定 値 か ら

求 め ら れ たpharmacokinetic parameterは 空 腹 時 投

与 で は,吸 収 速 度 定 数(Ka)は0.53h-1,消 失 速 度

定 数(Ke1)は0.44h-1,T1/2は1.55h,AUCは

25.19μg・h/mlで あ っ た 。 食 後 投 与 で はKaは0.51

h-1,Kelは0.42h-1,T1/2は1.63h,AUCは29.47

μg・h/mlで あ っ た 。Bioassay法 に よ る測 定 結 果 は 空

腹 時 投 与 で はKaは0.57hd,Kelは0.48h-1,

T1/2は1.42h,AUCは22.04μg・h/mlで あ っ た 。 食

後 投 与 で はKaは0.56h-1,Kelは0.47h-1,T1/2

は1.46h,AUCは24.85μg・h/mlで あ っ た。

CEMT-PIを 空 腹 時 な ら び に 食 後 にcross overで

経 口投 与 し,CEMTの 血 清 中 濃 度 をHPLC法 お よび

bioassay法 で 測 定 し た 結 果,両 測 定 法 に よ る 測 定 値

の 相 関 係 数 は0.995と 高 く,両 者 は よ く一 致 す る こ

と が 認 め ら れ た 。 空 腹 時 と 食 後 投 与 の 比 較 で はTmax

お よ びAUCは 食 後 投 与 の ほ うが 高 値 を 示 し た が,両

者 に 差 は な い。
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EFFECT OF FOOD INTAKE ON PHARMACOKINETICS 

OF CEFETAMET PIVOXIL 
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We investigated the effect of food intake on the pharmacokinetics of cefetamet pivoxil (CEMT 
-PI) from the serum concentration in 5 healthy male volunteers given 250 mg of CEMT-PI in a 

fasting state and after a meal. Serum concentrations were determined by HPLC and bioassay. 
The results are summerized as follows;

These results show that food intake had no significant influence on the absorption of CEMT 
-PI


